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研究ノート

歌唱学習に対する意識と継続的指導の過程から
―保育者・教育者養成校における調査より―

藤 田 光 子

The process of consciousness and continuous guidance to singing learning:
From a survey at a nurturing nursery teacher school

Mitsuko FUJITA

【要 旨】
歌唱に苦手意識を持っている者や歌うことに何らかの抵抗を感じている者の歌唱学習に

ついて、意識がその学習に影響を及ぼすのではないかという観点から調査を行った。保育
者・教育者を目指す学生の歌唱意識を調査し、その傾向を探り、継続的に学習する中での
変化を確認した。歌うことに抵抗を感じている学生の傾向を調査すると、心理的側面から
くるもの、歌唱の基本的技術面からくるもの等が明らかとなった。技術的な問題点とし
て、音程感覚の未熟さが原因の１つとしては考えられるが、そこには様々に絡む要因が見
てとれた。歌唱に関する学生の意識からわかる傾向を探り、継続的な歌唱学習からみた変
化や問題点から指導に関する方向性の一助となった。

【キーワード】
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１．はじめに

歌唱は、保育者・教育者を目指す者にとって
身近にあり、学習の機会も多い。特に短大２年
間を通じて様々な科目において歌唱学習を行
う。しかし、身近にある歌唱であるが、声を自
由に出し、人前での歌唱となると抵抗を感じて
いるものも多く、のびのびとした歌唱ができる
ようになるまでには多くの時間を費やす必要が
ある。
そこで、学生が歌唱に対してどのような意識

を持っているか、その傾向を探るためにアン

ケート調査を行い、その意識からわかる傾向を
探り、「音楽表現」から「弾き歌い」につなが
る継続的な学習状況からその問題点を明らかに
するものとする。
保育や教育の場での歌唱というと、園児の前

で弾き歌いをしたり、手遊び等で歌いながら活
動をしたり、小学校では音楽の授業をするな
ど、人の前で歌唱する機会は多く、様々な場面
で必要とされているが、本研究では、授業科目
「音楽表現」で実施される伴奏を伴う独唱と、
音程学習である「コールユーブンゲン」に着目
した。
保育所保育指針・幼稚園教育要領において、
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「歌を歌ったり、簡単な手あそびや全身を使う
遊びを楽しんだりする」１）「音楽に親しみ、歌
を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりする
楽しさを味わう。」２）また「国歌、唱歌、わらべ
うたや我が国の伝統的な遊びに親しんだり、」３）

など基本的な姿勢として、さまざまな歌唱活動
をおこなうとともに音楽を楽しみ親しむという
指針が示されている。また小学校学習指導要領
では、学校現場での音楽の技能技術に関する内
容については、現行学習指導要領では、低学年
において、「ア 範唱を聴いて歌ったり，階名
で模唱したり暗唱したりすること。ウ 自分の
歌声及び発音に気を付けて歌うこと。エ 互い
の歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて歌うこ
と。」４）また平成２９年度告示の小学校学習指導要
領においては次のような表記がなされている。
「（１）曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて気付くとともに，音楽表現を楽しむために
必要な歌唱，器楽，音楽づくりの技能を身に付
けるようにする。」「A表現（１）歌唱の活動
を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。ア 歌唱表現についての知識や
技能を得たり生かしたりしながら，曲想を感じ
取って表現を工夫し，どのように歌うかについ
て思いをもつこと。」「ウ 思いに合った表現を
するために必要な次の（ア）から（ウ）までの
技能を身に付けること。（ア）範唱を聴いて歌っ
たり，階名で模唱したり暗唱したりする技能
（イ）自分の歌声及び発音に気を付けて歌う技
能（ウ）互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わ
せて歌う技能」５）とあるように、「表したい音楽
表現を実現するために必要な技能を身に付け
る」ための技能の修得が必要であるとされてい
る。「表現領域の歌唱，器楽，音楽づくりの活
動においては，複数の技能を位置付けている。
例えば，歌唱では，聴唱や視唱などの技能，自
然で無理のない歌い方で歌う技能，声を合わせ
て歌う技能」６）これらについてもあくまでも知
識的なことや技能習得部分を指しているのでは
なく、あくまでも「表したい音楽表現」「思い
を持った表現」をするために必要な技能である
という考え方である。このように保育所・幼稚

園・小学校の歌唱に関する方向性の中で、歌唱
指導や歌遊びなどをおこなう際に自由に声をコ
ントロールでき、楽しい表現を作っていくだけ
の技術が求められているのである。
これまでに保育における歌唱表現に関する研

究や保育者養成校における歌唱指導に関する研
究は非常に多い（２０１３ 加藤 ２０１７ 竹下）。本研
究では保育者・教育者養成校における学生の意
識と継続的歌唱学習の中での現状と問題点の把
握に努め歌唱指導の質を考える機会としたい。
保育者・教育者の養成校の学生にとっては、

小学校・幼稚園・保育所など子どもたちとかか
わり、保育教育を目指すものにとって音楽的分
野は非常に大きなウエートを占めているといえ
る分野である。本学でも音楽的分野には好意的
にかかわるものが非常に多く、器楽など鍛錬し
た技術や知識を蓄積しながら獲得する技能につ
いては不安を抱えるものも多く、これまでも技
術向上に関する研究に多く取り組んできた。歌
唱については幼少のころよりかかわり、これま
での生活の中でも自然にあるものという感覚が
多く、嫌いであると感じている学生は日常的に
少数であると感じている。
これまでの実態から、歌唱が苦手もしくは抵

抗を感じるものは、いわゆる技術面の音程感覚
の未熟さからくる音程不安を想定している。幼
児や小学生などでも発達の段階においては音程
感覚が未熟であるケースは多く見受けられる。
また大学生の年齢でのこれまでの発達や環境か
ら音程感覚の未熟さが内在していることは十分
に考えられるのである。全員で歌唱している際
は気づきにくいが、単独で歌唱する場合におい
てその様子が明らかとなる。授業内でその技術
について発見される場合もあるが、経験を積み
ながら、人前で一人歌唱することが困難と感じ
るようになるものもいる。音程感覚が未熟なま
までは、声を豊かに出すことができず、授業や
保育のなかで十分に歌声を活かした活動ででき
なくなる。
しかし、早い段階でこれらの状況に気づき音

程が不安定である者に対する手立てをとること
でかなりの解消になると考えられる。
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【グラフ１】

そこで本研究では保育士・教育者を目指す学
生が受講する「音楽表現」において歌唱に関す
るアンケート調査を実施し、その後の継続的歌
唱学習に関する意識とその傾向について問題点
を明らかにするものである。

２．研究方法

⑴ 調査Ⅰ
①保育士や教員を目指す学生が、歌唱すること
に抵抗を感じているか。
②その理由はどのようなものか。
対象：平成２５年～平成２７年（４月）保育士・教
員養成校で「音楽表現」履修の学生へのアンケー
ト調査・選択（複数回答）及び自由記述による。
１６２名中１４２名回答。
③回答から学生が思う「恥ずかしい」の理由と
「歌が下手」の定義について自由記述による。
⑵ 調査Ⅱ
対象：歌うことに抵抗を感じている学生の中で
「弾き歌い」の再指導受講者７名の自己評価に
おける傾向を調査する。平成２６年～平成２７年
（後期間）実施。
＊記録・アンケートの結果については個人が特
定できないよう配慮のうえ、調査に関しては同
意を得て実施している。

３．調査結果

⑴ 調査Ⅰ
「歌うことに抵抗があるか」尋ねたところ以

下の【表１】のような結果となった。抵抗のな
いものが約７０％と多く抵抗があるとこと答えた
ものは約３０％程度であった。また、その理由と
して特に多かったものが「歌が下手だから」が
２７％、次いで「声が出しにくい」が１７％、「恥
ずかしい」が１６％という結果になった。

「恥ずかしい」「歌が下手」だからと回答し
たものについてその理由と定義を自由記述によ
り尋ねたところ【グラフ２】【グラフ３】となっ
た。【グラフ２】では「歌が下手」である定義
は「音程が正しくない」が４７％、「間違った音
や歌詞で歌っている」が３２％であった。また、
「声が出ていない」が１１％、「歌い方（はっき
りとしていない）」が１０％であった。【グラフ３】
「恥ずかしい」の理由については「失敗しそう」
２９％、「人の前に立つこと」３５％であった。「下
手と思われそう」が２１％、「間違っていそう」
１５％となった。

平成２５年 平成２６年 平成２７年

歌うことに抵抗はない ４２ ３１ ３４

歌うことに抵抗がある １８ １１ ６

【グラフ２】

【表１】 n：１４２

【グラフ３】
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【グラフ４】

⑵ 調査Ⅱ
「弾き歌い」再指導の受講者のうち「歌うこ

とに抵抗がある」と答えたもの７名について各
自が１週間練習してきた楽曲の弾き歌いについ
て３段階で、自己評価を行ったうえでレッスン
を進めた。自己評価が比較的低いままレッスン
に入っている。また現状から見受けられる問題
点としては、レッスン時のコメントから楽曲を
構成している音程や音符、リズムなど間違えた
まま練習を続けている、テンポの不確実、音程
感覚が不安定の順であることが分かった。

４．考察

調査Ⅰにおいて「歌うことに抵抗を感じる」
と回答したものは２４．６％であった。理由として
あげられるものの上位が「下手だから」「恥ず
かしい」そして「声が出しにくい」というもの
であった。心理面ととらえることができる「恥
ずかしい」と技術的未熟な部分からくる「下手
だから」内在していることがわかる結果となっ
た。ともに学生が思う「下手の定義」について
尋ねてみたところ、「音程が正しくない」「間
違っている」という技術的部分の捉えであり、
声の質的問題や声の表出に関するもののとらえ
は低かった。声の質的問題よりも音程の間違い
などに着目していることがうかがえる。
また、「恥ずかしい」の理由については、「人

前に立つこと」「失敗しそう」「間違えていそ
う」を挙げている。このことから、失敗を恐れ
ることから歌いづらくなっていることがわか
り、歌うことに関する垣根をまず取ることが重

要であるといえる。また音程の正しい歌唱を目
指すことを学生自身も強く望んでいることが伺
える。双方からの要因が絡んでいるためただ単
に「歌が下手」だからではなく、「正しい音程
でないこと」や「失敗する恥ずかしさ」が見え
てくる。歌唱指導を進めていくうえでこれらの
認識の理解が、非常に重要になると言える。抵
抗があると答えたものの理由を分類すると、

【表２】
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「曲を知らない・恥ずかしい・声が出しにく
い・正確な音リズムがわからない」「恥ずかし
い、好きな曲でない」「声が出しにくい・音が
高い」などから「楽曲の認知度合」「嗜好・感
情面的要素」「技術的要素」の３つに分類する
ことができる。分類を割合において見てみると
【グラフ４】のようになり、「技術的要素」が
５８％と圧倒的に多くなっている。しかし、特に
「恥ずかしい」という回答では、歌うことが恥
ずかしいというだけにとどまらず、「歌が下手
である」と感じているものと同時回答している
ものが多く、技術的なものと他の内的理由が存
在していることが伺えた。技術面の１つは、音
程感覚が未熟であり、正確に歌唱できているか
どうかわからず、自信をもって歌唱することが
できていないケースがうかがえる。
さらには調査Ⅱの対象とならなかったものの

中にも少数のものが「歌うことに抵抗を感じる」
と回答している。いわゆる独唱（ソロ）での歌
唱学習の中で、顕著な傾向がみられた。調査Ⅱ
の対象にならなかったものの継続的歌唱学習の
状況を見てみると「音楽表現」という科目の中
での「楽曲歌唱」には問題なく「コールユーブ
ンゲン」による音程練習の歌唱の際、音程感覚
の不安定さを表出するものが見られた。「楽曲
歌唱」では伴奏による歌唱音程の支え、楽曲の
認知度の高さ双方から音程不安が表出されな
かったと思われる。しかし「コールユーブンゲ
ン」においては伴奏音の支えもなく、自身の音
程感覚を主軸に置いた歌唱であるため、困難を
感じるものも多い。次に「コールユーブンゲン」
の歌唱学習の事例を２点示す。
⑴ 【事例１】では「音楽表現」の「楽曲歌唱」
においては特に不安定要素は見られなかったが
声量を上げることはできていなかった。「コー
ルユーブンゲン」おいては、N０．１５aの歌唱に
おいて特に苦手意識から声音量を上げることが
できなかった。当初見られていた強拍部の認識
の甘さも反復練習ののち改善され、１４小節目１５
小節目の音程の不安定さも改善された。特に２
度音程の最初に行うNo．２の練習を反復的に行
うことで効果が見られた。

⑵ 【事例２】については、「音楽表現」にお
けるソロの歌唱についてである。授業内での教
師との歌唱や全体での斉唱については特別な問
題点は見当たらなかった。しかし実技試験にお
けるソロ歌唱において譜例にある部分で音程が
非常に不安定になる。２番においても同様のこ
とが起こっている。
しかし、後期「弾き歌い唱」においては特別

な問題点は見いだせなかった。また「コール
ユーブンゲン」については、No．１２bを歌唱し
た際上行系の３小節目、６小節目において、音
程の不安定さがみられた。授業者の声による反
復指導と、楽器音による指導においても改善が
見られ、実技試験においては改善されていた
が、先に記した「赤とんぼ」の歌い始めの音程
の不確定さは改善が見られなかった。主旋律を
他のだれかが歌うことや伴奏音から比較的とら
えやすいと感じていたにも関わらず自身の声と
伴奏のみの歌唱においてはなかなか改善が見ら
れなかった。練習不足がこの音程不安定を誘発
している可能性が考えられるが、コールユーブ
ンゲンのNo．１１f の反復練習が３度音程の不安
定さを解消することができた。
そのほか「コールユーブンゲン」の実技指導

においては、以下の楽曲選択者は音程感覚が安
定していたが、No２８a の８小節目・１１小節目の
４度の下降音程には不安定さが見られた。
また【事例１】【事例２】に共通して言える

ことは、伴奏音と他人の声に影響されていると
いうことである。伴奏をはじめとする他の音と
の関係を理解した練習が不十分であることか
ら、伴奏のみになった歌唱の場合、主旋律の音
が認識されにくくなり、歌唱の音程感覚が不安
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定になっている。つまり短期的認識を何度もリ
ピートすることがここでは必要となってくるの
である。それにもかかわらず、そこまでの反復
練習ができておらず、人前での歌唱の際さらに
緊張などと言う心理的内面的要素も加わるた
め、伴奏音等の他の要因に左右されることにな
るのである。実際の楽曲の反復練習だけでは不
安要素の解消には時間がかかるため、コール
ユーブンゲン等の音程練習を十分に反復するこ
とが、これらの事象の解決策には近道であると
考えられる。音程練習など経験の少なさからく
る音程不安についてはこの位置に立ち戻っての
練習が必要となる。
またキーボードの音ではうまくいったが、ピ

アノではうまくいかない。他の人の声にあわせ
ることはできるが、ピアノ伴奏にはあわせられ
ないなどの現象も起こっている。男性の場合、
女性教師の声に合わせきれないという例も見ら
れた。これらについては今後の研究材料とした
い。

調査Ⅱの結果から、「歌うことに抵抗を感じ
ている」ものの中で、弾き歌いの再指導を受け
ている者は自己評価が低い傾向が見られた。自

己評価では「できない」という苦手意識が全面
に表出する場面が多くみられた。さらにレッス
ン時のコメントから内容を詳しく見てみると
「間違えている部分に気付かないまま」「正し
い音程・リズム・テンポではない」状況のまま
練習を続けているなどの状況が見えてきた。苦
手意識からくる練習不足と誤った認識による練
習がこの自己評価の原因の一つであることもう
かがえる。しかしこれらの傾向は課題曲を限定
し時間をかけ反復する機会を増加させることで
改善が見られ一定の効果を得ることができた。

５．おわりに

本研究においては、保育者・教育者を目指す
学生が歌唱に対して抵抗を感じているかどう
か、またそれはどのような理由からか検証し、
継続的な歌唱学習からみた変化や問題点を事例
とともに明らかにしてきた。しかしその多くは
複雑に絡み合っている結果となった。内面的に
みられる部分、技術的部分、認知に関する部分
と多面的にかかわりあっていることが伺える結
果となった。
本研究では一方向からの傾向の把握に留まっ

たが、何らかの抵抗を感じている学生の認識に
ついては一部明らかになったと言える。音や音
程を正しくとらえることは歌唱学習のうえでは
重要なことであるが、それと同様なほど内在す
る心的要因も重要であることが分かった。特に
歌うことに抵抗を感じる者たちであるからこ
そ、その部分についての状況をわれわれ指導者
も認知し指導に当たる必要がある。

【引用文献】

１）保育所保育指針 ２０１７年告示 フレーベル社 p．２１
p．２９

２）保育所保育指針 ２００９年 告示厚生労働省幼稚園教
育要領２００９年 文部科学省

３）幼稚園教育要領 平成２９年 告示 文部科学省 p２１
４）小学校学習指導要領 平成２０年告示 東京書籍 p．７５
５）６）小学校学習指導要領 平成２９年告示 文部科学
省 pp．９８～１１６
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